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東北大学大学院 理学研究科
天文学専攻

東北大学天文教室が開発したすばる望遠鏡の多天体近赤外
撮像分光装置（MOIRCS）でみたオリオン星雲中心部

https://www.astr.tohoku.ac.jp



天文学専攻
教授 秋山 正幸 銀河天文学、活動銀河核 （観測・装置開発）

大向 一行 天体形成論、星間物理学 （理論）
兒玉 忠恭 銀河天文学、銀河団 (観測・理論)
田中 秀和 惑星形成論、惑星天文学 （理論）
千葉 柾司 銀河物理学 （理論）

准教授 田中 雅臣 時間軸天文学、超新星、重力波天体 （観測・理論）
富田 賢吾 シミュレーション宇宙物理学、星形成過程 （理論）
服部 誠 宇宙マイクロ背景放射観測実験 （装置・理論・観測）
村山 卓 銀河天文学、活動銀河核 （観測）
（＋准教授１名公募予定）

助教 板 由房 恒星進化、恒星の質量放出現象 （観測）
吉田 至順 コンパクト天体 （理論）

学際科学フロンティア研究所
准教授 當真 賢二 高エネルギー天体物理学 （理論）
助教 市川 幸平 活動銀河核 （観測）

JAXA 宇宙科学研究所・連携講座
教授 山田 亨 銀河天文学 (観測)

202１ 年度現在の教員と研究分野

主な講義、実習

恒星物理学特論、銀河物理学特論、理論天体物理学特論、天体計測学特論、電波天文
学特論、星間物理学特論、相対論的天体物理学特論、天文学セミナ―、天文学研究、天
体観測の実施（すばる望遠鏡、野辺山電波望遠鏡など）、観測装置の開発



天文学の方法

• 理論天文学
–物理学の法則に基づいて、天体現象の理論的理
解・予言を行う。

–純粋理論の構築、コンピュータシミュレーション、
天体現象データの理論解析

• 観測・実験天文学
–天体現象の観測、またはそのための望遠鏡、観測
装置の開発を行う。

–国内外の天文台（すばる望遠鏡、アルマ望遠鏡、
野辺山電波観測所、観測衛星など）を使った観測
＆データ解析、自前の装置開発
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1. 秋山 正幸 研究室
多波長観測で探る超巨大ブラックホールの形成と進化

(学際研助教:市川、PD:小久保、登口、D1:Klod、M1: Janek、福地、佐久間)
最近の観測によりほぼすべての銀河の中心には超巨大ブラックホールがあることが明らかになっていま
す。このような超巨大ブラックホールが宇宙の歴史の中で誕生し、成長してきた様子は紫外線・X線や
赤外線のデータなどで強い放射を放つ活動銀河中心核として見つけることが出来ます。活動銀河中心核
を用いて、1. 超巨大ブラックホールがどのように形成されてきたのか、2. どのような銀河で形成が進ん
でいるのか、3. 宇宙の大規模構造とはどのように関わっているのか、4. 銀河の進化にどのように影響を
与えたのか、5. これまでの観測では見過ごされていた隠された活動銀河中心核はどのくらいあるのか、
をX線から電波に渡る多波長の観測により明らかにしようとしています。

すばる望遠鏡の広視野探査で見つかった宇宙初期の活動銀河中心核の例(左 Akiyama et al. 2018)

宇宙初期の銀河分布(色マップ)と活動銀河中心核の分布(赤星印)の比較(右He et al. 2018)

中心の超巨大ブラックホールの影
響で銀河スケールで高速で噴
き出すガスを発見！

(Chen et al. 2019)
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次世代の広視野多天体補償光学の開発

(PD:寺尾、D2:大金、M1:赤澤)
すばる望遠鏡では調べることのできなかった宇宙最初期の銀河を調べるために口径30mの望遠鏡をマウナ
ケア山頂に建設するTMTプロジェクト(tmt.mtk.nao.ac.jp)が進行しています。我々はTMTの広い視野に分布
する多数の天体を同時に高い空間分解能で観測する装置の開発を進めています。その鍵となるのは、地
球大気の揺らぎの影響を「補正」して高空間分解能で観測する補償光学という技術です。我々は視野の
中の多数の天体の光を切り出して、それぞれの天体に最適化した補償を行う小型の補償光学系を多数配
置したシステムを検討しています。

この新しいアイデアの補償光学をすばる望遠鏡で実証するという計画を進めています。現在、すばる望
遠鏡に取り付ける波面センサーの設計や組み上げを実験室で進めていて、2021年度からすばる望遠鏡に
持ち込んで測定実験などを行う予定です。また補償光学の実験として東北大学の屋上にある望遠鏡に波
面センサーを取り付けて大気揺らぎの性質や補償鏡の特性を測定する実験も行っています。さらにすば
る望遠鏡の次世代広視野補償光学系の検討をオーストラリアのグループなどとの国際協力で進めていま
す。

次世代30m望遠鏡の完成予想図(左)

すばる望遠鏡での観測風景 (右)

すばる望遠鏡用波面センサーのモデル図(左上)

と実際に組み上げている様子(右上 photo:志鎌康平)

屋上の望遠鏡での大気揺らぎ測定実験 (下)

(屋上望遠鏡での初査読論文！Ogane et al. 2021)



&研究員８名、大学院生６名











ガスの流入 ガスの流出

形成途上の銀河

楕円銀河

現在の銀河・銀河団

円盤銀河

銀河団

『銀河・銀河団の形成と進化の歴史、
特にその秩序と多様性の起源を、
すばる, アルマ等による最新の観測と
現象論的モデルで解き明かす』

3. 児玉 忠恭 研究室
こだま ただゆき

星形成の加速と減衰
ハロー・質量の集積

AGNとの共進化
形態の獲得, 環境効果

クランプ銀河, 相互作用銀河など

http://mahalo.galaxy.bindcloud.jp

Perez Martinez (研究員)、山本（D2）、Mao (D1)、Laishram、安達、
大工原(M2) 、Liu、岡崎 (M1) 【女性・男性】



児玉研究室の研究手法・主な内容

 遠方銀河・銀河団の大局的な物理特性を探る（マクロ）
 広域探査による遠方巨大銀河、原始銀河団の発見

すばる等の広視野装置(HSC, SWIMS), 狭・中間帯域フィルター

 撮像観測による大局的な物理特性の理解

銀河における星形成および質量集積の歴史（時間、環境、階層）

 分光観測による詳細な物理特性の理解

重元素量, 星年齢, 電離状態, AGNとの共進化

 遠方銀河の内部構造を解剖(空間分解)する（ミクロ）
 補償光学による近赤外高解像観測（星、電離ガス）

円盤やバルジの形成, 力学構造（ガス流出入, 回転, 合体）

 アルマ干渉計による電波サブミリ波高解像観測（分子ガス、ダスト）

分子ガスと星の空間分布差, 力学構造, 星形成モード, 化学進化

 現象論的モデルで起こっている物理過程を理解する
 スペクトル進化（星種族合成）、化学進化モデルの構築

観測データを再現するように進化モデルの物理パラメータを制限

『着眼大局、着手小局』
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天文学を学びたい方
宇宙に関わる学問を学びたい方

研究者を目指す方

お待ちしています


